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＜実践発表　13：40－14：40＞
●山口市徳地地区PTA　６校の絆！
　　～心を紡いだ徳地の地から～
　■徳地中、中央小、島地小、八坂小、串小、柚野木小  ※串小、柚野木小は令和６年３月閉校

●山口市小郡地区PTA　熟議が生みだす地域協働のマインド
　　～山口県の陸の玄関口　小郡発！地域とつながる課題への挑戦～
　■小郡中、小郡小、上郷小、小郡南小
●萩市萩東中学校PTA　地域とともに進める学校づくり
　　～萩東中学校PTAの取り組み～

＜記念講演　14：50－16：20＞
「出張！ゴルゴ塾　命の授業」
お笑い芸人　ゴルゴ松本氏（ワタナベエンターテインメント所属）
　〇1967年４月17日生まれ（57歳）
　〇出身地：埼玉県花園市（現深谷市）

日　時：令和６年１１月２日（土）１２時45分～16時40分
会　場：KDDI維新ホール
　台風21号から変わった低気圧が西日本を直撃し、警報級の大雨で国道・
高速の通行止めや新幹線の運転見合わせが発表される中、山口県山口市
のKDDI維新ホールにて、第54回中国ブロック研究大会が行われました。
　この天候の影響で、記念講演講師のゴルゴ松本さんの乗った交通機関

が大幅に遅延し、講演に間に合うかどうかというハプニ
ングが発生。そこで、急遽到着までの時間を使って中国
５県の各県PTA会長が登壇し、各県の特徴を生かした
活動報告や意見交換が行われ、有意義な時間となりま
した。
　その後、予定時間を過ぎて到着されたゴルゴさんは、
駅から会場に猛ダッシュ。私服のまま大慌てで壇上に
飛び込んでこられ、時間いっぱい笑いあり涙ありの感動
あふれる『命の授業』が行われました。会場は熱気に包
まれ大変盛り上がりました。

　子育てには喜びがあふれています。子どもたちの笑顔、子どもを通じて広がったつながりや経験はかけがえのないものです。
　一方、子育てには様々な負担があり、悩みや心配が尽きないことも事実です。特に子育ての費用は大きな悩みのひとつです。物価高・
租税率や社会保障費の上昇など社会の変化に伴い保護者世代の金銭的負担は年々増加し、給食や授業料の無償化などもたびたび話
題となっています。
　「高校に入学した時に費用がかかってびっくりした！」というコメントを複数の方よりいただいたことから、子育て予算、特に一番予算
が必要と言われる高校の時期にかかる費用について特集します。
　子育て費用には食費などの養育費と、学校関連の教育費があります。

　0から18歳までにかかる総額費用です。（すべて公立で進学した場合の費用）成人式を迎える子どもの晴れやかな笑顔の裏には、保護者が
たっぷりかけてきた愛情と共に、時間と手間とお金の土台があるのです。
　次に、それぞれの年代でかかる費用についてです。「令和５年度子どもの学習費調査」から抜粋しています。
　保護者が１年間に支出した子ども一人当たりの経費を調査した政府統計です。

　子育てをする世代の肩には、責任と負担が大きくかかっていることが分かります。
　また、高校入学時には、小中学校ではかからない入学金・教科書代や学習用端末など、多くの出費があります。
　鳥取県のホームぺージ・とりネットに『鳥取県立高等学校へ進学するに当たって必要な経費について』という学校ごとの予算についてま
とめたサイトがありますので、ぜひご覧ください。
　教科書・副教材・制服体育用品・PTA生徒会等入会・部活等振興費・学習端末など合わせて、公立高校で20万前後必要で、私立高校は入
学金等がこれに上乗せされます。授業料に関しては、東京では2024年度から所得要件が撤廃され実質高校無償化が実現されましたが、
鳥取県では高校生を対象とした国の支援制度に基づき、所得に応じての支援にとどまっています。
　少子化が進む日本の現状、子育てにかかる費用負担にも一因がありそうです。社会の変化が複雑かつ激しい中で、教育環境も日々変化
しています。教育費だけに限らず、個人的な問題は「社会の問題」として捉え対応してほしい。そし
て、声を上げる数は多ければ多いほど力となります。子ども達はさまざまな変化に対応すべく、先
生方や地域の皆さんの協力のもと頑張っています。保護者も一体となってより良い環境を作って
いけるよう、鳥取県PTA協議会では県や国に皆様ひとりひとりの声を届ける活動をして参ります。
今の子ども達だけでなく、未来の子ども達のためにも！

●食費
●衣服代
●娯楽費
●生活用品
●おこづかい
●旅行レジャー費
●お祝い・行事関連　　約1,500万円

●入学金
●授業料
●塾・家庭教師
●習い事
●部活動
●教材費
●制服・通学費　　　約500万円

542，475円

150，747円

35，667円

356，061円

597，752円

351，452円

246，300円

336，265円

81，753円

38，405円

216，107円

184，646円

69，362円

15，235円

100，049円

学 習 費 総 額

学 校 教 育 費

学 校 給 食 費

学 校 外 活 動 費

高校生になるってどれくらいの予算が必要？高校生になるってどれくらいの予算が必要？

幼　稚　園 小　学　校 中　学　校 高等学校

第54回日本PTA中国ブロック研究大会　やまぐち大会第54回日本PTA中国ブロック研究大会　やまぐち大会

やまぐち大会スケジュール

令和６年度日本PTA全国協議会年次表彰式
第46回全国小・中学校PTA広報紙コンクール表彰式
令和６年度日本PTA全国協議会年次表彰式
第46回全国小・中学校PTA広報紙コンクール表彰式
令和６年度日本PTA全国協議会年次表彰式
第46回全国小・中学校PTA広報紙コンクール表彰式

日時：　令和６年11月15日（金）　　会場：　ホテルニューオータニ
　この表彰式では、PTA活動を支えてこられた個人・団体の御尽力・成果が評価され、表彰を受け
られました。これまで学校と保護者を繋ぎ、子どもたちへ多大なる愛情をかけていただき、心から
感謝を申し上げます。また、各学校の特色を存分に取り入れたPTA広報紙、この度鳥取県からも入
賞されました。誠におめでとうございます。

養育費 教育費

子育て費用の合計　約2，000万円

県PTA広報とっとりへの
ご意見はこちらから！
県PTA広報とっとりへの
ご意見はこちらから！

◎日本PTA全国協議会会長表彰
　団　体　鳥取市立東中学校教育振興会
　　　　　倉吉市中学校PTA連合会
　個　人　永井　髙幸　　　伊藤　　聡
　　　　　白石　博昭　　　山本　賢璋
◎全国小・中学校PTA広報紙コンクール
　レイアウト賞　北栄町立北条中学校PTA『PTA会報』

　PTA活動を通して、時代は変われども、利他の心や情熱を持って取
り組み楽しく活動する親の背中こそ、子どもに見せていただきたいと
思います。
　教育の本質が人格形成であるのなら、利他の心が人生を切り開く
きっかけになるはずと再認識したブロック大会となりました。

感想

　漢字「命」を表す決めポーズで
人気のゴルゴ松本さんが、漢字の
成り立ちや漢字に込められた思
いを熱く語り、言葉の力から生き方まで繋がる素晴らしいお話でした。
　日本語は「愛」から始まる。人生で直面する「苦難・困難・災難」はネガ
ティブな状況でなく、「難」が「有」るからこそ、「有り難う」と感謝する気
持ちが生まれる。
　知っている漢字を違う角度から見つめ、言葉の歴史や裏に隠れた漢
字の深さを学ぶ素敵な時間となりました。

感想
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　平素より、小中学校教育の振興に格別のご高配を賜りますとともに、ＰＴＡ活動に深いご理解とご協力をいただいて
いますことに、厚くお礼申し上げます。
鳥取県教育委員会におかれましては、『鳥取県教育振興基本計画』にて【自立して心豊かに 幸せな未来を創造する ふ
るさととっとりの人づくり】と目指す人材育成像を明確にした取組を進めていただき、鳥取県ＰＴＡ協議会としても今後
とも協働して参ります。
中央教育審議会の答申の中で、『強い使命感や責任感の下で、時に自らを顧みることなく、子どもたちのために尽力し
ている教師には、まずをもって謝意を伝え、心から敬意を表したい。』と記され、私たちも子どもたちに関わるすべての
教職員の皆さまへ対し同様の気持ちであると考えています。
　しかしながら、昨年度の要望書への回答に「教職の魅力アップに関連して、教員の業務がブラックと表現される理由

には、長時間勤務とともに、一部の保護者の過度な要望への対応の大変さ等も頻繁に挙げられ、過度な要望への対応による教員の疲弊は学
校の教育力を低下させ、子どもが得るべき利益を損ねてしまう」と記載のあるとおり、依然として解決し
ていくべき点も残されております。
　私たちは教職員と保護者とのコミュニケーションの大切さやお互いを信頼できる関係づくり、またこ
れから教師を目指す方へ少しでも不安を取り除ける様、各郡市のＰＴＡ連合会とさらなる横のつながり
を大切に連携を深めて参ります。
　様々な課題がある中、子どもたちを誰一人取り残すことのなく学校生活が送れるように熟議を重ねて
ＰＴＡ活動に反映させていく所存です。
　本要望書が今後、鳥取県の子どもたちの教育環境に反映されることを切なる願いを込め提出させて
いただきます。

令和６年度　とっとり電子メディアとの付き合い方フォーラム令和６年度　とっとり電子メディアとの付き合い方フォーラム令和６年度　とっとり電子メディアとの付き合い方フォーラム令和６年度　とっとり電子メディアとの付き合い方フォーラム

要 望 書 要 旨

要 望 事 項

令和7年度 鳥取県教育予算等に関する要望書鳥取県教育予算等に関する要望書鳥取県教育予算等に関する要望書

・リアルタイム世論調査！会場が一体になり、一緒に考えられました。
こんな事が出来る時代ですか！便利な事を皆が安心して使う為に
は、人の心と正しい知識のアップデートが必須と思いました。

・会場参加型で生徒の意見もしっかり聞けて良かったです。
・パネルディスカッションで大人と子どもを対比させつつ解決策を模

索したのはたいへんよかった。
・年齢が下がるごとに、自分とは考えや価値観が違うことが実感で

きます。ただ違うことが悪いのではなく、相手のことに関心を持ち、
対話する大切さを実感しました。

●PTAの組織について
　現場で働く先生方の応援も役割のひとつ。単位PTA、郡・県・全国とそれぞれのレベ

ルで役割を担い、子どもたちのためのより良い環境づくりを進める。
●つながりが大切
　一度学校や地域に目を向けることが出来た人は、子どもが卒業しても地域や子ども

たちに目を向けることができるのではないか？ 
●子どもたちを取り巻く課題 
　さまざまな課題はあるが、例えば親同士の交流がある学年は子ども同士のトラブル

があっても解決しやすい、保護者同士が無関心な学年はトラブルが多い印象。 
　→ 学校や地域社会への関心を持ち続けるために PTA の活動が重要に。  PTA に

関わる人を笑顔にしよう！ 
●最後に 

PTA がなければ、学校や地域に目が向くことはあったのだろうか？ 
人と人の関わりの中でみんな成長していくのではないか？ 

「絆って大事だね」 
「人と人とのつながりって結構いいよね」 
「PTA もまんざらでもないよね」 
 ･･･そう思ってくれる人が増えれば、必ず子どもたちの笑顔につながる！ 

（参加者の感想） 
　キーワードは「つながり」「コミュニケーション」ということ。参加者からも「とにかくつながる、ということが大事」との感想が多かった。 
　しかし、今一度考えてみたい。つながりの重要性はよく言われることで「そうだよね、大事大事、わかってる！」となってしまっていないか？ 「わた
し」自身がつながっている人は誰だろう？その人とはどんなやり取りをしているだろうか？表面上合わせるのではなく、お互いの伝えたいことを
気持ちも含めて共有できているだろうか。 
　子どもの話、どんなふうに聞いているだろう？片手間に返事していることがほとんどなのでは？私たちが今回の研修で「つながりが大事」と改
めて思えたのは、PTA での活動においてはもちろん、この日集まった皆さんと何度も直接話し合えたからではないか？顔を見て、表情や声から話
し手の生き生きとした感情を感じて、自分も思ったことを伝えられて、それを受け取ってもらえて。これらの体験ができること、積み重ねられるこ
とで安心して話し合える場が作られ、それが回りまわって学校や子どもたちの成長を支えることにつながるのでは、と思いめぐらす時間となっ
た。まずは参加して交流すること、そこからいろいろないいコトが始まる予感！

氏　　名 学年 学　校　名　・　作　品

朝倉　未織

堀江　　快

國岡芽衣子

久本　藍加

田中　千尋

森田　寧音

古井　朋佳

中野　　紘

早田　　愛

朝倉佳奈子

加藤　京子

堀江　真里

八頭町立八東小学校

米子市立啓成小学校

鳥取大学附属小学校

鳥取市立久松小学校

大山町立名和中学校

鳥取大学附属中学校

鳥取大学附属中学校

鳥取大学附属中学校

鳥取大学附属中学校

八頭町立八東小学校保護者

米子市立啓成小学校保護者

米子市立啓成小学校保護者

県P会長賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞

県P会長賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞

5

2

3

3

2

3

3

3

3

令和６年度 三行詩コンクール 入賞作品令和６年度 三行詩コンクール 入賞作品 鳥取県PTA協議会

おかえりが言えなくてごめん　いってきますといってらっしゃいは大事にしようね　この先いくつになってもその日の
事を笑顔で話せるあなたと私のままで

田中寿々加

小
学
生
の
部

中
学
生
の
部

一
般
の
部 南部町立西伯小学校保護者

奨励賞

日　　時：令和６年12月21日（土）13：00～16：00
会　　場：倉吉交流プラザ 視聴覚ホール
主　　催：鳥取県子どものインターネット利用教育啓発推進協議会
共　　催：鳥取県 PTA 協議会、Google Educator Groups Tottori
参加者数：74名

フォーラム全体についてQ1. 基調講演「これからのデジタル社会を生き抜くために、
子どもに身につけさせたい『力』」について

Q3.

県内情勢の説明「青少年のインターネット利用に
起因する犯罪被害等の現状について」について

Q2.

良い

39.5％39.5％

良い

50.0％50.0％

たいへん良い

31.6％31.6％

たいへん良い

78.9％78.9％

良い

50.0％50.0％

たいへん良い

42.1％42.1％

良い

わからない
18.4％18.4％

2.6％2.6％

わからない

2.6％2.6％

ややもの
足りない
5.3％5.3％

わからない

7.9％7.9％

もの足りない
2.6％2.6％

ややもの足りない

7.9％7.9％

ややもの
足りない
2.6％2.6％

たいへん良い

57.9％57.9％

 講師　米田 竜二 氏（鳥取県警察本部 少年・人身安全対策課 課長補佐）

講師　高際 均 氏（福島大学 地域未来デザインセンター 特任教授）

〇パネルディスカッション「こどもと大人で考えよう
電子メディアとのより良い付き合い方」について

Q4.

パネリスト
　梅谷　遊斗 さん（倉吉市立鴨川中学校 ３年）
　ジュバテ アブドゥライ さん（倉吉市立鴨川中学校 ３年）
　髙尾　嬉紀 さん（琴浦町立赤碕中学校 ３年）
　藤田　さち さん（鳥取県立鳥取西高等学校 ２年）
　西土井総一朗 さん（鳥取県立鳥取西高等学校 ３年）
　中井　　浩 氏（倉吉市上北条地区青少年育成協議会 会長、鳥取県デジタル・シティ
　　　　　　　　ズンシップエデュケーター） 
　重橋　　薫 氏（株式会社 NTT ドコモ鳥取支店 支店長）
　田中　光一 氏（鳥取城北高校 教諭、Google Educator Groups Tottori 共同リーダー）
　山﨑雄一郎（鳥取県 PTA 協議会 副会長）
コーディネーター
　足羽　智史 氏（鳥取県教育委員会事務局社会教育課 社会教育主事）

・多様な意見が聞けてよかったですが、全体的に SNS、インターネッ
トが悪という印象が強かったのはちょっと残念でした。

・パネルディスカッションが一番印象的でした。高校生の意見を聞
く機会はあまりないので新鮮でしたし、学生の意見を大人がどう
捉えて今後どう対応していくのか、考えさせられました。大人の
意見の違いも、自分の立場では見えていないものも多くあり、刺
激を受けました。

～PTA は地域・学校・家庭の架け橋～ 
西伯郡PTA研修会講演西伯郡PTA研修会講演

～PTA は地域・学校・家庭の架け橋～ 

【参加者からの感想】

R6年度 西伯郡PTA研修会講演

要望書の内容は
こちらから！
要望書の内容は
こちらから！

２．児童生徒一人ひとりを大切にする教育について
（１）いじめ不登校対策　【継続・新規】
（２）通級による指導の充実　【継続】
（３）多様性への理解と行動　【継続】

１．学校教育の充実について
（１）教職員の確保と多忙の解消　【継続・新規】
（２）確かな学力の育成と自らの人生を切り拓く力の育成　【継続】
（３）中学校の部活動の円滑な地域移行　【継続】
（４）施設、設備等の充実と改修と危機管理　【継続・新規】

３．学校・家庭・地域で取り組む支援の推進について
（１）ネットトラブルと情報モラル教育の充実　【継続】
（２）コミュニティ・スクールの推進　【継続】
（３）子育て支援施策との連携　【継続】
（４）通学路の安全確保と防犯・防災の強化　【継続・新規】

鳥取県ＰＴＡ協議会　会長　髙尾　裕子
鳥取県教育委員会　教育長　足羽　英樹　様

「いってらっしゃい」「おかえり」を言ってくれるおじいちゃんおばあちゃんこれからも、毎日言ってね。長生きしてね。

ありがとうどういたしましてのキャッチボール

お母さんの作ったオムレツは　食べたら心が明るくなるよ　まるでまほうのごはんみたい‼

ママとギュッ　パパとギュッ　わたしのだいじなおまじない

13年間　笑顔をたくさんくれてありがとう　次は私もくばる番

母とけんかし部屋にかけこむ　翌朝もいつもの場所にいつもの昆布おにぎり　いつも言えない　いつもありがとう

「ばあちゃん　虫！」と叫べばどこでも来てくれる　さすが我が家の大黒柱

食卓囲み　笑顔溢れる　家族のひととき

おはよう　この言葉ではじまる　明るい1日

「おやすみ」と眠る我が家の川の字は　ぬくもり感じる癒しの時間　心も体もチャージ完了！

君は気付いているだろうか　当たり前の何気なく過ごしている日常が　維持することが一番難しく何より尊いことを

あいさつは誰より先に私から

奨励賞

奨励賞

県P会長賞

講師は県Ｐ髙尾
会長

「PTAはきっか
け作り」

県議の皆さんとの懇談

アンケート結果
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　平素より、小中学校教育の振興に格別のご高配を賜りますとともに、ＰＴＡ活動に深いご理解とご協力をいただいて
いますことに、厚くお礼申し上げます。
鳥取県教育委員会におかれましては、『鳥取県教育振興基本計画』にて【自立して心豊かに 幸せな未来を創造する ふ
るさととっとりの人づくり】と目指す人材育成像を明確にした取組を進めていただき、鳥取県ＰＴＡ協議会としても今後
とも協働して参ります。
中央教育審議会の答申の中で、『強い使命感や責任感の下で、時に自らを顧みることなく、子どもたちのために尽力し
ている教師には、まずをもって謝意を伝え、心から敬意を表したい。』と記され、私たちも子どもたちに関わるすべての
教職員の皆さまへ対し同様の気持ちであると考えています。
　しかしながら、昨年度の要望書への回答に「教職の魅力アップに関連して、教員の業務がブラックと表現される理由

には、長時間勤務とともに、一部の保護者の過度な要望への対応の大変さ等も頻繁に挙げられ、過度な要望への対応による教員の疲弊は学
校の教育力を低下させ、子どもが得るべき利益を損ねてしまう」と記載のあるとおり、依然として解決し
ていくべき点も残されております。
　私たちは教職員と保護者とのコミュニケーションの大切さやお互いを信頼できる関係づくり、またこ
れから教師を目指す方へ少しでも不安を取り除ける様、各郡市のＰＴＡ連合会とさらなる横のつながり
を大切に連携を深めて参ります。
　様々な課題がある中、子どもたちを誰一人取り残すことのなく学校生活が送れるように熟議を重ねて
ＰＴＡ活動に反映させていく所存です。
　本要望書が今後、鳥取県の子どもたちの教育環境に反映されることを切なる願いを込め提出させて
いただきます。

令和６年度　とっとり電子メディアとの付き合い方フォーラム令和６年度　とっとり電子メディアとの付き合い方フォーラム令和６年度　とっとり電子メディアとの付き合い方フォーラム令和６年度　とっとり電子メディアとの付き合い方フォーラム

要 望 書 要 旨

要 望 事 項

令和7年度 鳥取県教育予算等に関する要望書鳥取県教育予算等に関する要望書鳥取県教育予算等に関する要望書

・リアルタイム世論調査！会場が一体になり、一緒に考えられました。
こんな事が出来る時代ですか！便利な事を皆が安心して使う為に
は、人の心と正しい知識のアップデートが必須と思いました。

・会場参加型で生徒の意見もしっかり聞けて良かったです。
・パネルディスカッションで大人と子どもを対比させつつ解決策を模

索したのはたいへんよかった。
・年齢が下がるごとに、自分とは考えや価値観が違うことが実感で

きます。ただ違うことが悪いのではなく、相手のことに関心を持ち、
対話する大切さを実感しました。

●PTAの組織について
　現場で働く先生方の応援も役割のひとつ。単位PTA、郡・県・全国とそれぞれのレベ

ルで役割を担い、子どもたちのためのより良い環境づくりを進める。
●つながりが大切
　一度学校や地域に目を向けることが出来た人は、子どもが卒業しても地域や子ども

たちに目を向けることができるのではないか？ 
●子どもたちを取り巻く課題 
　さまざまな課題はあるが、例えば親同士の交流がある学年は子ども同士のトラブル

があっても解決しやすい、保護者同士が無関心な学年はトラブルが多い印象。 
　→ 学校や地域社会への関心を持ち続けるために PTA の活動が重要に。  PTA に

関わる人を笑顔にしよう！ 
●最後に 

PTA がなければ、学校や地域に目が向くことはあったのだろうか？ 
人と人の関わりの中でみんな成長していくのではないか？ 

「絆って大事だね」 
「人と人とのつながりって結構いいよね」 
「PTA もまんざらでもないよね」 
 ･･･そう思ってくれる人が増えれば、必ず子どもたちの笑顔につながる！ 

（参加者の感想） 
　キーワードは「つながり」「コミュニケーション」ということ。参加者からも「とにかくつながる、ということが大事」との感想が多かった。 
　しかし、今一度考えてみたい。つながりの重要性はよく言われることで「そうだよね、大事大事、わかってる！」となってしまっていないか？ 「わた
し」自身がつながっている人は誰だろう？その人とはどんなやり取りをしているだろうか？表面上合わせるのではなく、お互いの伝えたいことを
気持ちも含めて共有できているだろうか。 
　子どもの話、どんなふうに聞いているだろう？片手間に返事していることがほとんどなのでは？私たちが今回の研修で「つながりが大事」と改
めて思えたのは、PTA での活動においてはもちろん、この日集まった皆さんと何度も直接話し合えたからではないか？顔を見て、表情や声から話
し手の生き生きとした感情を感じて、自分も思ったことを伝えられて、それを受け取ってもらえて。これらの体験ができること、積み重ねられるこ
とで安心して話し合える場が作られ、それが回りまわって学校や子どもたちの成長を支えることにつながるのでは、と思いめぐらす時間となっ
た。まずは参加して交流すること、そこからいろいろないいコトが始まる予感！

氏　　名 学年 学　校　名　・　作　品

朝倉　未織

堀江　　快

國岡芽衣子

久本　藍加

田中　千尋

森田　寧音

古井　朋佳

中野　　紘

早田　　愛

朝倉佳奈子

加藤　京子

堀江　真里

八頭町立八東小学校

米子市立啓成小学校

鳥取大学附属小学校

鳥取市立久松小学校

大山町立名和中学校

鳥取大学附属中学校

鳥取大学附属中学校

鳥取大学附属中学校

鳥取大学附属中学校

八頭町立八東小学校保護者

米子市立啓成小学校保護者

米子市立啓成小学校保護者

県P会長賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞

県P会長賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞
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2

3

3

2

3

3

3

3

令和６年度 三行詩コンクール 入賞作品令和６年度 三行詩コンクール 入賞作品 鳥取県PTA協議会

おかえりが言えなくてごめん　いってきますといってらっしゃいは大事にしようね　この先いくつになってもその日の
事を笑顔で話せるあなたと私のままで

田中寿々加

小
学
生
の
部

中
学
生
の
部

一
般
の
部 南部町立西伯小学校保護者

奨励賞

日　　時：令和６年12月21日（土）13：00～16：00
会　　場：倉吉交流プラザ 視聴覚ホール
主　　催：鳥取県子どものインターネット利用教育啓発推進協議会
共　　催：鳥取県 PTA 協議会、Google Educator Groups Tottori
参加者数：74名

フォーラム全体についてQ1. 基調講演「これからのデジタル社会を生き抜くために、
子どもに身につけさせたい『力』」について

Q3.

県内情勢の説明「青少年のインターネット利用に
起因する犯罪被害等の現状について」について

Q2.

良い

39.5％39.5％

良い

50.0％50.0％

たいへん良い

31.6％31.6％

たいへん良い

78.9％78.9％

良い

50.0％50.0％

たいへん良い

42.1％42.1％

良い

わからない
18.4％18.4％

2.6％2.6％

わからない

2.6％2.6％

ややもの
足りない
5.3％5.3％

わからない

7.9％7.9％

もの足りない
2.6％2.6％

ややもの足りない

7.9％7.9％

ややもの
足りない
2.6％2.6％

たいへん良い

57.9％57.9％

 講師　米田 竜二 氏（鳥取県警察本部 少年・人身安全対策課 課長補佐）

講師　高際 均 氏（福島大学 地域未来デザインセンター 特任教授）

〇パネルディスカッション「こどもと大人で考えよう
電子メディアとのより良い付き合い方」について

Q4.

パネリスト
　梅谷　遊斗 さん（倉吉市立鴨川中学校 ３年）
　ジュバテ アブドゥライ さん（倉吉市立鴨川中学校 ３年）
　髙尾　嬉紀 さん（琴浦町立赤碕中学校 ３年）
　藤田　さち さん（鳥取県立鳥取西高等学校 ２年）
　西土井総一朗 さん（鳥取県立鳥取西高等学校 ３年）
　中井　　浩 氏（倉吉市上北条地区青少年育成協議会 会長、鳥取県デジタル・シティ
　　　　　　　　ズンシップエデュケーター） 
　重橋　　薫 氏（株式会社 NTT ドコモ鳥取支店 支店長）
　田中　光一 氏（鳥取城北高校 教諭、Google Educator Groups Tottori 共同リーダー）
　山﨑雄一郎（鳥取県 PTA 協議会 副会長）
コーディネーター
　足羽　智史 氏（鳥取県教育委員会事務局社会教育課 社会教育主事）

・多様な意見が聞けてよかったですが、全体的に SNS、インターネッ
トが悪という印象が強かったのはちょっと残念でした。

・パネルディスカッションが一番印象的でした。高校生の意見を聞
く機会はあまりないので新鮮でしたし、学生の意見を大人がどう
捉えて今後どう対応していくのか、考えさせられました。大人の
意見の違いも、自分の立場では見えていないものも多くあり、刺
激を受けました。

～PTA は地域・学校・家庭の架け橋～ 
西伯郡PTA研修会講演西伯郡PTA研修会講演

～PTA は地域・学校・家庭の架け橋～ 

【参加者からの感想】

R6年度 西伯郡PTA研修会講演

要望書の内容は
こちらから！
要望書の内容は
こちらから！

２．児童生徒一人ひとりを大切にする教育について
（１）いじめ不登校対策　【継続・新規】
（２）通級による指導の充実　【継続】
（３）多様性への理解と行動　【継続】

１．学校教育の充実について
（１）教職員の確保と多忙の解消　【継続・新規】
（２）確かな学力の育成と自らの人生を切り拓く力の育成　【継続】
（３）中学校の部活動の円滑な地域移行　【継続】
（４）施設、設備等の充実と改修と危機管理　【継続・新規】

３．学校・家庭・地域で取り組む支援の推進について
（１）ネットトラブルと情報モラル教育の充実　【継続】
（２）コミュニティ・スクールの推進　【継続】
（３）子育て支援施策との連携　【継続】
（４）通学路の安全確保と防犯・防災の強化　【継続・新規】

鳥取県ＰＴＡ協議会　会長　髙尾　裕子
鳥取県教育委員会　教育長　足羽　英樹　様

「いってらっしゃい」「おかえり」を言ってくれるおじいちゃんおばあちゃんこれからも、毎日言ってね。長生きしてね。

ありがとうどういたしましてのキャッチボール

お母さんの作ったオムレツは　食べたら心が明るくなるよ　まるでまほうのごはんみたい‼

ママとギュッ　パパとギュッ　わたしのだいじなおまじない

13年間　笑顔をたくさんくれてありがとう　次は私もくばる番

母とけんかし部屋にかけこむ　翌朝もいつもの場所にいつもの昆布おにぎり　いつも言えない　いつもありがとう

「ばあちゃん　虫！」と叫べばどこでも来てくれる　さすが我が家の大黒柱

食卓囲み　笑顔溢れる　家族のひととき

おはよう　この言葉ではじまる　明るい1日

「おやすみ」と眠る我が家の川の字は　ぬくもり感じる癒しの時間　心も体もチャージ完了！

君は気付いているだろうか　当たり前の何気なく過ごしている日常が　維持することが一番難しく何より尊いことを

あいさつは誰より先に私から

奨励賞

奨励賞

県P会長賞

講師は県Ｐ髙尾
会長

「PTAはきっか
け作り」

県議の皆さんとの懇談

アンケート結果
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このロゴマークは元八橋小 PTA の中本優紀さんのデザインによるものです
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93号

〇第54回日本PTA
　中国ブロック研究大会
　やまぐち大会
〇令和６年度日本PTA
　全国協議会年次表彰式
〇第46回全国小・中学校
　PTA広報紙コンクール表彰式

〇三行詩コンクール結果
〇要望書

P1

P2

〇とっとり電子メディアとの
　付き合い方フォーラム
〇西伯郡PTA研修会講演

P3

〇高校生になるってどれくらいの
　予算が必要？

P4

CONTENTS

＜実践発表　13：40－14：40＞
●山口市徳地地区PTA　６校の絆！
　　～心を紡いだ徳地の地から～
　■徳地中、中央小、島地小、八坂小、串小、柚野木小  ※串小、柚野木小は令和６年３月閉校

●山口市小郡地区PTA　熟議が生みだす地域協働のマインド
　　～山口県の陸の玄関口　小郡発！地域とつながる課題への挑戦～
　■小郡中、小郡小、上郷小、小郡南小
●萩市萩東中学校PTA　地域とともに進める学校づくり
　　～萩東中学校PTAの取り組み～

＜記念講演　14：50－16：20＞
「出張！ゴルゴ塾　命の授業」
お笑い芸人　ゴルゴ松本氏（ワタナベエンターテインメント所属）
　〇1967年４月17日生まれ（57歳）
　〇出身地：埼玉県花園市（現深谷市）

日　時：令和６年１１月２日（土）１２時45分～16時40分
会　場：KDDI維新ホール
　台風21号から変わった低気圧が西日本を直撃し、警報級の大雨で国道・
高速の通行止めや新幹線の運転見合わせが発表される中、山口県山口市
のKDDI維新ホールにて、第54回中国ブロック研究大会が行われました。
　この天候の影響で、記念講演講師のゴルゴ松本さんの乗った交通機関

が大幅に遅延し、講演に間に合うかどうかというハプニ
ングが発生。そこで、急遽到着までの時間を使って中国
５県の各県PTA会長が登壇し、各県の特徴を生かした
活動報告や意見交換が行われ、有意義な時間となりま
した。
　その後、予定時間を過ぎて到着されたゴルゴさんは、
駅から会場に猛ダッシュ。私服のまま大慌てで壇上に
飛び込んでこられ、時間いっぱい笑いあり涙ありの感動
あふれる『命の授業』が行われました。会場は熱気に包
まれ大変盛り上がりました。

　子育てには喜びがあふれています。子どもたちの笑顔、子どもを通じて広がったつながりや経験はかけがえのないものです。
　一方、子育てには様々な負担があり、悩みや心配が尽きないことも事実です。特に子育ての費用は大きな悩みのひとつです。物価高・
租税率や社会保障費の上昇など社会の変化に伴い保護者世代の金銭的負担は年々増加し、給食や授業料の無償化などもたびたび話
題となっています。
　「高校に入学した時に費用がかかってびっくりした！」というコメントを複数の方よりいただいたことから、子育て予算、特に一番予算
が必要と言われる高校の時期にかかる費用について特集します。
　子育て費用には食費などの養育費と、学校関連の教育費があります。

　0から18歳までにかかる総額費用です。（すべて公立で進学した場合の費用）成人式を迎える子どもの晴れやかな笑顔の裏には、保護者が
たっぷりかけてきた愛情と共に、時間と手間とお金の土台があるのです。
　次に、それぞれの年代でかかる費用についてです。「令和５年度子どもの学習費調査」から抜粋しています。
　保護者が１年間に支出した子ども一人当たりの経費を調査した政府統計です。

　子育てをする世代の肩には、責任と負担が大きくかかっていることが分かります。
　また、高校入学時には、小中学校ではかからない入学金・教科書代や学習用端末など、多くの出費があります。
　鳥取県のホームぺージ・とりネットに『鳥取県立高等学校へ進学するに当たって必要な経費について』という学校ごとの予算についてま
とめたサイトがありますので、ぜひご覧ください。
　教科書・副教材・制服体育用品・PTA生徒会等入会・部活等振興費・学習端末など合わせて、公立高校で20万前後必要で、私立高校は入
学金等がこれに上乗せされます。授業料に関しては、東京では2024年度から所得要件が撤廃され実質高校無償化が実現されましたが、
鳥取県では高校生を対象とした国の支援制度に基づき、所得に応じての支援にとどまっています。
　少子化が進む日本の現状、子育てにかかる費用負担にも一因がありそうです。社会の変化が複雑かつ激しい中で、教育環境も日々変化
しています。教育費だけに限らず、個人的な問題は「社会の問題」として捉え対応してほしい。そし
て、声を上げる数は多ければ多いほど力となります。子ども達はさまざまな変化に対応すべく、先
生方や地域の皆さんの協力のもと頑張っています。保護者も一体となってより良い環境を作って
いけるよう、鳥取県PTA協議会では県や国に皆様ひとりひとりの声を届ける活動をして参ります。
今の子ども達だけでなく、未来の子ども達のためにも！

●食費
●衣服代
●娯楽費
●生活用品
●おこづかい
●旅行レジャー費
●お祝い・行事関連　　約1,500万円

●入学金
●授業料
●塾・家庭教師
●習い事
●部活動
●教材費
●制服・通学費　　　約500万円

542，475円

150，747円

35，667円

356，061円

597，752円

351，452円

246，300円

336，265円

81，753円

38，405円

216，107円

184，646円

69，362円

15，235円

100，049円

学 習 費 総 額

学 校 教 育 費

学 校 給 食 費

学 校 外 活 動 費

高校生になるってどれくらいの予算が必要？高校生になるってどれくらいの予算が必要？

幼　稚　園 小　学　校 中　学　校 高等学校

第54回日本PTA中国ブロック研究大会　やまぐち大会第54回日本PTA中国ブロック研究大会　やまぐち大会

やまぐち大会スケジュール

令和６年度日本PTA全国協議会年次表彰式
第46回全国小・中学校PTA広報紙コンクール表彰式
令和６年度日本PTA全国協議会年次表彰式
第46回全国小・中学校PTA広報紙コンクール表彰式
令和６年度日本PTA全国協議会年次表彰式
第46回全国小・中学校PTA広報紙コンクール表彰式

日時：　令和６年11月15日（金）　　会場：　ホテルニューオータニ
　この表彰式では、PTA活動を支えてこられた個人・団体の御尽力・成果が評価され、表彰を受け
られました。これまで学校と保護者を繋ぎ、子どもたちへ多大なる愛情をかけていただき、心から
感謝を申し上げます。また、各学校の特色を存分に取り入れたPTA広報紙、この度鳥取県からも入
賞されました。誠におめでとうございます。

養育費 教育費

子育て費用の合計　約2，000万円

県PTA広報とっとりへの
ご意見はこちらから！
県PTA広報とっとりへの
ご意見はこちらから！

◎日本PTA全国協議会会長表彰
　団　体　鳥取市立東中学校教育振興会
　　　　　倉吉市中学校PTA連合会
　個　人　永井　髙幸　　　伊藤　　聡
　　　　　白石　博昭　　　山本　賢璋
◎全国小・中学校PTA広報紙コンクール
　レイアウト賞　北栄町立北条中学校PTA『PTA会報』

　PTA活動を通して、時代は変われども、利他の心や情熱を持って取
り組み楽しく活動する親の背中こそ、子どもに見せていただきたいと
思います。
　教育の本質が人格形成であるのなら、利他の心が人生を切り開く
きっかけになるはずと再認識したブロック大会となりました。

感想

　漢字「命」を表す決めポーズで
人気のゴルゴ松本さんが、漢字の
成り立ちや漢字に込められた思
いを熱く語り、言葉の力から生き方まで繋がる素晴らしいお話でした。
　日本語は「愛」から始まる。人生で直面する「苦難・困難・災難」はネガ
ティブな状況でなく、「難」が「有」るからこそ、「有り難う」と感謝する気
持ちが生まれる。
　知っている漢字を違う角度から見つめ、言葉の歴史や裏に隠れた漢
字の深さを学ぶ素敵な時間となりました。

感想


